












写真で見る昭和 ( 戦後 ) の新湊川写真で見る昭和 ( 戦後 ) の新湊川

戦後、高度経済成長する社会にあって、新湊川の姿も時代を反映して変化してきましたが、震災復興によ
る河川改修でその景観は大きく変わりました。これまでの出版物などから懐かしい新湊川を紹介します。

昭和30年代頃の長田橋から上流
（市民のグラフ「こうべ」No314より）

昭和30年代頃の室内橋から上流
（「長田の歴史」より）

昭和60年代頃の長田橋から上流
（兵庫県神戸土木事務所提供）

昭和60年代頃の室内橋から上流
（兵庫県神戸土木事務所提供）

昭和30年代頃の吐口側坑門
（「夜明けの人々」朝日新聞神戸支局編より）

昭和60年代頃の吐口側坑門（兵庫県神戸土木事務所提供）

昭和60年代頃の氷室橋から上流
（兵庫県神戸土木事務所提供）

昭和56年頃の氷室橋から下流
｢マルシン(丸神商業協同組合)の歩み｣より

昭和60年代頃の洗心橋から下流
（兵庫県神戸土木事務所提供）



「蟹川」と「ドンドン川」

佐々木　良作（㈱建設技術研究所）

田辺　眞人　（園田学園女子大学名誉教授）
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　神戸地方では開港直後から市街化が進み、居留地の西境を流れる鯉川、大倉山の東から神戸町（旧神戸・二ツ茶屋・走
水の３村）の西を流れる宇治川、多井畑峠から須磨寺門前を流れる千森川など一部の河川は、蓋がけされて暗渠になっ
た。現在の鯉川筋や宇治川商店は、その暗渠の上を利用して作られた街かどなのである。
　さて、鯉川筋や宇治川商店街ほどに市民には知られていないが、かつての川筋が暗渠になって、雨水を流す下水道の役
目を果たしているものもある。兵庫区の「蟹川」や「ドンドン川」も、そのような例である。
「蟹川」は'ガニガワ'と呼ばれ、明治時代の地形図でその流路をたどれば、兵庫区の荒田町
から南下し、今の新開地の東方から中央区の東川崎町方面へと流れている。現在では、湊小
学校西側で開渠（右写真参照）になって神戸港に注ぐ雨水幹線になっている。暗渠であるた
め、新開地の東にこんな川があることを知る市民は少ない。この暗渠を管理する神戸市は、
その上を歩く市民に「蟹川」の存在をわかってもらおうと暗渠の上の路面舗装に川の流れを
イメージしたデザインにしている。この街路は「都市計画道路・福原線」と呼ばれている
が、今からでも、鯉川筋にならって「蟹川通り」という愛称を付けてはどうだろう。ところで、太平洋戦争直後には神戸
電鉄を福原線に沿って湊川駅から国鉄神戸駅に高架で延伸させ神戸駅に乗り入れさせる計画があった。この案は財政面か
ら断念されたが、後年に神戸高速鉄道が実現し、その新開地駅まで地下乗り入れをしたわけである。半世紀以上を経た現
在、モータリゼーションの影響などで神鉄粟生線は乗客の半減のため、存廃の岐路に立っている。仮に50年以上前の神戸
駅乗り入れ案が実現していれば、事情は変わっていたかもしれない。
　一方、「ドンドン川」というのは、東山商店街の西の坂を川崎病院の方に下った南側にある小川で、その上下流は暗渠
になっているが、市立楠高校の北西外側で、一部地上に露出している。この部分は花崗岩の切石で築かれた立派な溝であ
る。私が小学生の頃つまり昭和30年ころには、私の祖母など近隣を知っている人々は、これを「ドンドン川」と呼んでい
た。子供心に妙に印象的な名だった。湊川が付替えられるまでは、菊水町や湊川町あたりの雨
水は、湊川の「く」の字形カーブの南にあった川池の西側を流れ下っていたが、付替えた新湊
川の堤防で流路が妨げられてしまうため、そこを流れる雨水を南方に流すために、新湊川の河
底を潜る暗渠が作られたのである。現在見える溝は、この暗渠の流末である。作られた当時の
暗渠は煉瓦巻きの構造であり、今でも丸神市場の地下に残されている（右写真参照）。この水
路を流れる雨水は、永沢町雨水幹線と呼ばれる水路で兵庫港に注ぐが、上沢、下沢、永沢、三
川口といった湿地・河川にちなむ地名の残る低い地形に沿っていることを考えると、あたかも
古湊川が流れていたと想定されるルートと重なるようで興味深い。
　これら旧湊川を挟むようにして東西の堤防沿いに流れていた二つの水路は、天井川だった旧湊川の後背湿地の余水を流
す小さい水路だったのだろうが、神戸の町の市街地形成の歴史を伝える貴重な資料でもある。

　神田兵右衛門（1841 ～ 1921）は、播州大塩村に生まれ、兵庫の旧家神田家の養子になり、1871 年（明治 4）に家督を継
ぐ。明治元年には新政府と幕府派の姫路藩との間に入って帰順をめぐる斡旋に奔走した。兵右衛門は、明治維新後の兵庫で、
会計官御用掛、兵庫津名主、区長、市会議員などを歴任し、教育の普及、産業の振興に活躍しながら神戸における主要な
事業に関わっている。
　昔から和田岬沖は海の難所とされ、兵庫港は和田岬大きく廻らなければ入港できないという不便もあった。兵右衛門は、
その対策として現在の島上町から駒栄町に至る運河を計画し巨額の私財をつぎ込んで 1875 年（明治８）に新川運河を完成
させる。運河に囲まれてできた土地は、中之島と呼ばれるようになる。その後、兵右衛門の計画は引き継がれ、八尾善四
郎らによって 1899 年（明治 32）に現在の兵庫運河が完成する。
　一方、発展する神戸市の水道事業は、1896 年（明治 29）に国の認可を得たのち、1900 年（明治 33）に日本で 7 番目の
近代水道として開始される。この間、兵右衛門は、水道委員長として内務省に補助金の請願要求などに献身的に携わって
いる。水源池として 1900 年（明治 33）に五本松堰堤（布引ダム）、1905 年（明治 38）に立ケ畑堰堤（烏原ダム）が完成する。
布引ダムは、日本で最初の重力式コンクリートダムであり、国の重要文化財に指定されている。
　また、兵右衛門は、明治の初め頃から北風正造、藤田積中らと神戸と兵庫の東西交通を妨げ、神戸港に土砂を流し込む
湊川の付替えの必要を関係者に訴えていた。1887 年（明治 20）頃から藤田伝三郎らによって付替えの申請がなされていた
が、兵右衛門は、1897 年（明治 30）に小曽根喜一郎、村野山人ら兵庫、神戸の財界人に大倉喜八郎ら東京、大阪の実業家
が加わった「湊川改修株式会社」の設立にも関わっている。湊川隧道（会下山トンネル）の築造と苅藻川の拡幅を含む延
長約 4.5 ｋｍの付替え事業は 1901 年（明治 34）に完了する。湊川隧道は、当時としては世界的規模の大きさで日本で初め
ての河川トンネルである。
　このように兵右衛門は、兵庫運河（新川開削）、水道事業、湊川付替事業という明治期における神戸の三大土木事業とさ
れるインフラ整備に貢献した中心的人物である。兵右衛門の永年の功績を後世に伝えるため、2011 年（明治 44）、和田神
社境内に「神田翁彰徳碑」が建てられた。額字は兵庫県知事服部一三の篆書、文章は大阪の儒学者藤沢南岳の撰であり、
石材は讃岐牟礼村から特別に切り出したものである。

（神戸市建設局下水道河川部提供）

湊川流域歴史物語⑨ 「蟹川」と「ドンドン川」

湊川隧道について⑨ 明治期における神戸の三大土木事業と神
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【平成20年度総会・講演会】

日　　時：平成21年３月21日（土）10：00～12：00
場　　所：新湊川河川防災ステーション内（新湊川ふれあい会館）
参加者数：65名
　講　演　会
　　　講演者：西田　一彦　先生（関西大学名誉教授）
　　　演　題：『歴史を生かす安全で美しい国づくり』

　西田先生は、地盤工学会関西支部長、同遺跡の保存技術委員会委員長などを務められ、
地盤工学、土木史、遺跡の保存技術などの専門分野で活躍されています。今回の講演で
は、先生が長年、調査・研究されてきた経験と知見をもとに、土木遺産のとらえ方、見方
について、狭山池、大和川、大阪城の石垣などの多くの事例紹介をしながら、土と石でで
きた古い土木構造物の築造技術を解明することで得られる情報は、‘技術の遺伝子’とも
言えるものであり、歴史学、考古学への寄与、修復・保存技術への応用さらには現代技術
への応用に役立っているといったことなどについてわかりやすくお話いただいた。なお、
西田先生は、兵庫県の「会下山トンネル保存検討委員会」の委員長をお務めいただいた経
緯から現在も「湊川隧道保存友の会」の顧問としてお世話になっています。

【消防訓練①】

日　　時：平成21年３月21日（土）15：00～15：30
参加者数：約30名（一般参加者含む）
　兵庫消防署及び湊川隧道の防火管理者である神戸土木事務所の川崎河川課長の
指導により初めて隧道内で防火訓練を実施した。内容は、ミニコンサートの公演
終了時をもって「火災発生」を想定し、参加者も一緒になって通常の歩行速度で
避難行動を行った。全員が避難する時間は６分８秒だった。

※21年度総会・講演会（3月13日）では株式会社コンチェルト社長の南部真知子様の講演を予定しています

【備品整理＆周辺清掃】

日　　時：平成21年８月１日（土）15：30～17：00
場　　所：湊川隧道内及び周辺
参加者数：26名
　猛暑の中、湊川隧道内の備品整理及び清掃、隧道周辺の草刈り及び清掃を実施した。
当日、神戸土木事務所から貸与されている備品倉庫の屋根がいたずらで損傷し、雨漏りの
ためアンプなどに被害があることがわかった。警察に通報する一方で、土木事務所に修復
をお願いしたところ、現在では元通りになって周囲に進入防止の金網も張られている。

【消防訓練②】

日　　時：平成22年１月22日（金）9：30～10：30
参加者数：11名（友の会）
　毎年、1月26日の「文化財防火デー」（※）を中心に、文化庁と消防庁は連
携、協力して全国各地で防火訓練などの文化財防火運動を展開している。今回
は兵庫消防署の文化財防火デー広報訓練の一環として、神戸土木事務所と「湊
川隧道保存友の会」が参加して訓練が実施された。訓練は、演奏会の準備中に
照明器具から火災が発生したことを想定して、火災発生の通報、消火活動、避難行動、倒れた人の救出、最寄りの
消火栓からホースを繋いで隧道内に引き込んで実際に放水するといった内容であり、終了後は、前田所長、新屋兵
庫区長の挨拶の後、藤原兵庫消防署長から総括の報告があった。
※「文化財防火デー」の制定は、昭和24年１月26日に、現存する世界最古の木造建造物である法隆寺（奈良県斑鳩町）の金堂が炎上し、壁画が焼損
　したことが契機になっている。

平成21年度の活動報告



　一 般公開の日時と予定しているミニコンサートの内容と出演者は、下記のとおりです。

平成22年度の行事予定

　役　員　紹　介
顧　　問：西田　一彦、田辺　眞人、久武　勝保、大野　忠昭
相 談 役：神吉　和夫
会　　長：吾妻　義信　　　副会長：佐々木　良作
事務局長：市成　準一
会計監査：川崎　芳雄、渡辺　　保
会　　計：上野　展子、永喜　美代子
理　　事：池田　純作、佐藤　圭吾、西海　伸行、長谷川　健
幹　　事：大井　政勝、北川　佳代子、新谷　和、武田　芳則、谷川　勢昇
　　　　　原　英雄、平口　正治、松井　栄三郎、山田　英之
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※　一般公開の時間は13：00～16：00、ミニコンサートの演奏時刻は13：30～、14：30～の２回を予定します。
※　22年度の総会は、平成23年３月に予定しています。

開 催 日 内　　　容 入場者数 スタッフ数

合　　　計
※　３月21日は、２０年度行事であるが、集計上の都合で２１年度分として記載している。

【一般公開＆ミニコンサート】

出　演　者
平成21年３月21日㈯ コーラス 兵庫童謡コーラス 106名 21名
　　　　４月18日㈯ 吟詠、剣舞 鶴洲流鶴洲吟詠会 87名 12名

　　　　５月16日㈯ オカリナ 鵞鳥クラブ 79名 12名吟詠 昭和吟詠会
　　　　６月20日㈯ フォークギター ぽぽむ 98名 14名
　　　　７月18日㈯ オカリナ オカリーナ・アミカ 93名 15名

　　　　８月15日㈯ ハーモニカ 尾路　進 54名 15名アコーディオン 垣内　豊
　　　　８月22日㈯ 三味線・民謡 千鳥会 71名 15名
　　　　９月19日㈯ オカリナ グループ浜 82名 13名
　　　　10月17日㈯ 津軽三味線 静龍会 136名 12名
　　　　11月21日㈯ 木管五重奏 ゴレンジャークインテット 177名 15名
　　　　12月19日㈯ クラリネット＆ファゴット・ひょうたん笛 四季大香 94名 13名
平成22年１月16日㈯ 【一般公開のみ】 44名 5名
　　　　２月20日㈯ 【一般公開のみ】 46名 8名

1167名 170名

開 催 予 定 日 内　　　容 備　考出　演　者

　　　　５月15日㈯ クリスタルボウル 花音
クラリネット 新暁子・酒井舞子・中平沙希
三線・エイサー 美らさんず

　　　　８月21日㈯ 歌・ギター まるしん

　　　　８月28日㈯ フルート 木原三知子
ケーナ 福岡良一

　　　　10月16日㈯ 管弦楽五重奏 神戸市民交響楽団有志
　　　　11月20日㈯ フルート 南部やすか
　　　　12月18日㈯ オカリナ 鵞鳥クラブ
平成23年１月15日㈯ 【一般公開のみ】
　　　　２月19日㈯ 三味線 ねこ

　　　　４月17日㈯ 木管五重奏 ゴレンジャークインテット

　　　　６月19日㈯
　　　　７月17日㈯

　　　　９月18日㈯ キーボード そらいろ楽団

　　　　３月19日㈯ 未定 未定

平成22年３月20日㈯ ピアノ・歌・フルート あんだんて

賛助法人会員紹介

21年度行事

http://www2.kobe-u.ac.jp/~midori/minatogawazuidou.html

事務局：〒657-8501
　　　　神戸大学都市安全研究センター
　　　　「湊川隧道保存友の会」事務局
　　　　市　成　準　一
T E L ：090-5255-6288 
F A X ：078-803-6394

湊川隧道保存友の会事務局

㈱ エ イ ト 日 本 技 術 開 発 ・ 大 成 建 設 ㈱ ・ ㈱ 建 設 技 術 研 究 所

社 会 福 祉 法 人 海 光 園 ・ 社 会 福 祉 法 人 神 戸 光 有 会 ・ ㈱ サ ニ ー 商 工 　 　


